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近年の医学、生命科学は免疫学や遺伝子学に代
表されるように次々に既存の医学を進化させて来
ている。同時に理工学のテクノロジーはAI，ロ
ボット、ナノ材料など我々の社会を大きく変革し
ている。東京女子医大の先端医療の取り組みは
1969年に三浦茂教授により医用技術研究所から
始まっている。これを1974年に桜井靖久教授が
引き継ぎ、医工連携の教育・研究の体系化を精力
的に行った。医学部卒業生以外の医薬・医療機器
開発の研究従事者が医学の基礎を学べる1年のバ
イオメディカルコースの今日の基盤が出来上がっ
ている。桜井教授の医学に最先端のテクノロジー
を導入する取り組みは早大の学生時代から研究を
共にした岡野光夫に引き継がれた。岡野は徹底し
て医工連携から医工融合に向けた体制作りに挑戦
し、2001年に先端生命医科学専攻を医学研究科
の中に開設した。医学部卒業生と理工学修士修了
者が入学でき、医工融合の新しい仕組を作った。
さらに、2008年に早大との共同研究教育施設
TWInsを創設し、一棟の建物の中に両大学の学
生と教員が一体となって活動できる斬新な両大学
に壁のない施設は医工融合の新しい形として世界
の注目の的となった。2010年からは、レギュラ
トリーサイエンスの両大学の共同大学院が開始さ
れた。
以上の半世紀に渡る東京女子医大の先端医療の
挑戦の成果は、多くの医学部教授と工学部教授の
みならず、多くの産業界のリーダーを輩出し我が
国の先端医療の急速な進展に寄与している点は他
に例を見ない。世界初の細胞シート再生医療の創
出により、再生医療の臨床研究・治験を成功させ
世界的な先導的な研究開発拠点となった。さらに
今日、清水達也教授がリーダーとなって新しいタ
イプの医師・研究者達と一丸となり次の発展を目
指している。その他、村垣善浩教授が中心となり
インテリジェント手術室とその発展など医工融合
の成果を上げている。プラットホーム技術を国内
外の医療機関と連携・共同し、臨床現場での利用
により、大きな価値を作って行くオープンイノ
ベーションを世界に先駆けて実現している点は国
内外から高く評価されている。
このような世界でもユニークな先端医療拠点の
益々の発展とその医療革新の達成が期待される。
今回の受賞は道なきところに道を作って来た東京
女子医科大学と早稲田大学の挑戦者とそれを支え
た人達の成果であることを肝に銘じたい。
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